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	製品名: カルシニューリンA（15E13）ウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe07849
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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシニューリンは、タンパク質ホスファターゼ2B（PP2B）としても知られ、カルモジュリン依存性、カルシウム活性化、セリン／スレオニンタンパク質ホスファターゼであり、触媒サブユニット（カルシニューリンA）と密接に結合した調節サブユニット（カルシニューリンB）から構成されています。カルシウム依存性、カルモジュリン刺激性タンパク質ホスファターゼです。このサブユニットは、カルシニューリンのカルモジュリン活性化に関与している可能性があります。DNM1L、HSPB1、およびSSH1を脱リン酸化します。カルシウム依存性、カルモジュリン刺激性タンパク質ホスファターゼは、細胞内Ca(2+)を介したシグナル伝達において重要な役割を果たします（PubMed:15671020、PubMed:18838687、PubMed:19154138、PubMed:23468591）。多くの基質はPxIxITモチーフおよび／またはLxVPモチーフを含む（PubMed:17498738、PubMed:17502104、PubMed:23468591、PubMed:27974827、PubMed:22343722）。Ca(2+)レベルの上昇に反応して、ホスファターゼSSH1を脱リン酸化および活性化し、コフィリンの脱リン酸化を引き起こす（PubMed:15671020）。ミトコンドリアの脱分極に伴うCa(2+)レベルの上昇に反応して、DNM1Lを脱リン酸化することで、DNM1Lのミトコンドリアへの移行を誘導する（PubMed:18838687）。熱ショックタンパク質HSPB1を脱リン酸化（類似性による）。転写因子NFATC1を脱リン酸化して活性化する（PubMed:19154138）。Ca(2+)レベルの上昇に反応して、NFATを脱リン酸化して核移行を促進することにより、NFATを介した転写を制御する（PubMed:26248042）。転写因子ELK1を脱リン酸化して不活性化する（PubMed:19154138）。DARPP32を脱リン酸化する（PubMed:19154138）。CRTC2の'Ser-171'を脱リン酸化して、CRTC2を14-3-3タンパク質から解離させる可能性がある（PubMed:30611118）。コクサッキーウイルスB3感染後に転写因子TFEBの'Ser-211'を脱リン酸化して核移行を促進する（PubMed:33691586）。
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	A431 細胞溶解物中のカルシニューリン A 発現のウエスタンブロット分析。

